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が、日本である。日本の出生率は、戦後すぐの 1947 年に 4.54 であったが、
政府による産児制限の推進等により 1960 年には 2 まで急速に低下した。
そして、70 年代半ばに 2 を割って以降、徐々に低下して、2005 年には過
去最低の 1.25 になった。その後回復傾向にあるものの、いまだ 1.44（2016
年）にとどまる。韓国の出生率の低下は日本よりも短期間かつ急であり、
1970 年に 4.5 であった値が、その後 15 年足らずで 2 を割り込み、2014 年
に 1.21 と世界的にみても極めて低い水準である。シンガポールの出生率













年代から 2000 年代に一時期 1.6 台まで低下したが、現在では 1.8 を超え
る。北欧のスウェーデンでも、2000 年代に 1.5 台まで低下した出生率は 1.8
台に回復した。最新年の出生率を比較すると、北西欧において出生率が比
較的高く、南欧であるイタリアとスペインにおいて低い。出生率が約 2.1
未満の状態は少子化（below-replacement fertility）、約 1.5 未満は「低出
生力（very low fertility）」（Caldwell and Schindlmayr 2003）、約 1.3 未
満は「極低出生力（lowest-low fertility）」（Kohler et al.2002）に分類さ









家であるシンガポールは 1.23 であるのに対して、東京 1.10、ソウル 1.01、
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産活動に充実することが多い 15~59 歳の人口が 2010 年に約 7,100 万人で















年には 1 対約 7.5 であったが、少子化と高齢化がすすんだ現在 1 対約 2.5





























欧州では、少子化は 1960 年代後半からはじまった「第 2 の人口転換」









































た近代」（Chang 2010）がある。欧州において 2 世紀かかった近代化を、
韓国は政治、経済等の分野において半世紀で達成した。古典的な近代化論
では、近代化のプロセスにおいて社会の諸制度は伝統的に家族が担ってき




















みた未婚率が図 2 である。各国とも 20 代の未婚率が非常に高い。男性で
は、20~24 歳は 3 カ国ともほぼ未婚者であり、25~29 歳は韓国とシンガポー
ルにおいて 80％ 以上が未婚である。女性の未婚率は、男性よりも低いも
のの、20~24 歳は約 90％ 以上、25~29 歳は約 60％ 以上である。30 代以
上では、日本男女の未婚率が他 2 か国よりも高い。
過去 20 年あまりの間に、各国において年齢別の未婚率は上昇している。
1980 年時点をみると、日本男性の未婚率は 25~29 歳 55.2％、30~34 歳 21.5
％、35~39 歳 8.5％、同女性は 25~29 歳 24.0％、30~34 歳 9.1％、35~39 歳
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5.5％ であり、これは図 2 よりも大幅に未婚率が低かった。同年、シンガ
ポール男性の未婚率は 25~29 歳 54.8％、30~34 歳 21.3％、35~39 歳 10.5％、
女性は 25~29 歳 33.6％、30~34 歳 16.6％、35~39 歳 8.5％ であった。韓国
も 1980 年時点の未婚率は、25~29 歳 45.2％、30~34 歳 7.3％、同女性は 25










婦の完結出生児数は、1982 年および 2002 年に 2.23 人で 2 人を超えていた
が、2015 年には 1.94 人に減少した。韓国の既婚女性の出生児数は 1991 年
に 2.17 人であったが、2015 年には 1.75 人にまで減少した。シンガポール
においても、夫婦の子ども数は日本以上に少なくなってきている。完結出
生児数に近似する 40~49 歳夫婦の子ども数をみると、1980 年 4.42 人、2000






















ᵈ㧦ᣣᧄ 2010ᐕޔ㖧࿖ 2005ᐕޔࠪࡦࠟࡐ࡯࡞ 2015ᐕߩ୯ޕ
⾗ᢱ㧦࿖┙␠ળ଻㓚࡮ੱญ໧㗴⎇ⓥᚲޡੱญ⛔⸘⾗ᢱ㓸ޢ2016ޔ



























する国際意識調査」（内閣府 2011 ; 2016b）である。このデータのうち、日







国 1,005 人、シンガポール 803 人である。このうち、以下では現在配偶者
のいる女性のサンプルを集計した。
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傾向がみられるが、その職業はもっぱら自営業である。シンガポールの女
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図3 ライフステージ別にみた妻の職業
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でいる。1980 年と 2011 年の 4 年制大学進学率を比較すると、日本は 24
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％から 43％ へ、韓国は 7.9％ から 68％ へ、香港は 1.5％ から 26％ へ、中
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をもたらす背景になってはいない。最後に、本稿ではアジアの少子化の要
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